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神
田
喜
一
郎
『
日
本
書
紀
古
訓
攷
証
』
初
版
・
改
訂
版
の
研
究

福
　
田
　
武
　
史

一
　
は
じ
め
に

神
田
喜
一
郎
（
一
八
九
七
年
～
一
九
八
四
年
）
の
『
日
本
書
紀
古
訓
攷
証
』（
以
下
、「
本
書
」
と
も
称
す
）
は
、『
日
本
書
紀
』
寛

文
九
年
版
本
に
付
さ
れ
た
傍
訓
、
い
わ
ゆ
る
「
古
訓
」
が
い
か
に
『
日
本
書
紀
』
理
解
に
資
す
る
か
を
、
そ
の
二
九
例
の
検
証
を
通
じ

て
明
ら
か
に
し
た
研
究
史
上
画
期
的
な
業
績
で
あ
る
。
そ
の
指
摘
の
ほ
と
ん
ど
は
現
在
で
は
通
説
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
後
の
同
様
の
試
み
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
本
書
に
よ
っ
て
「
古
訓
の
漢
土
訓
詁
学
上
よ
り
見
て
極
め
て

正
確
な
る
こ
と
」（
本
書
「
後
語
」。
初
版
一
〇
一
頁
、
改
訂
版
九
三
頁（

一
））

が
明
ら
か
に
な
っ
た
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

本
書
は
、
初
版
（
養
徳
社
、
一
九
四
九
年
）、
改
訂
版
（
私
家
版
、
一
九
七
四
年
）、
神
田
喜
一
郎
全
集
版
（『
神
田
喜
一
郎
全
集　

第
二
巻
』、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
）
と
、
三
度
刊
行
さ
れ
た
。
改
訂
版
は
初
版
に
対
し
て
「
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
て
新
た
に

改
刪
補
訂
を
加
へ
」
た
も
の
で
（
改
訂
版
凡
例
）、
全
集
に
も
こ
の
改
訂
版
が
再
録
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
が
本
書
の
定
稿
と
し
て
広
く
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利
用
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
初
版
と
改
訂
版
を
比
較
す
る
と
、
第
二
四
条
「
為
当
欲
留
此
間
。
為
当
欲
向
本
郷
」
に
お
け
る
大
幅
な
加

筆
訂
正
を
は
じ
め
、
幅
広
く
修
正
が
施
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
初
版
が
顧
み
ら
れ
な
い
の
も
由
な
し
と
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
成

果
の
上
澄
み
を
唯
々
と
し
て
受
け
取
る
だ
け
で
な
く
、
初
版
か
ら
改
訂
版
に
か
け
て
の
神
田
の
研
究
と
思
索
の
跡
を
改
め
て
た
ど
る
こ

と
こ
そ
が
、
後
学
の
我
々
が
『
日
本
書
紀
』
訓
詁
学
の
方
法
論
を
学
ぶ
た
め
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
論
で
は
、
寛
文
九
年
版
本
の
「
古
訓
」
以
外
の
『
日
本
書
紀
』
古
写
本
等
の
傍
訓
の
参
照
、
お
よ
び
、
引
用
文
献
の
増
補
と
い
う
、

改
訂
版
に
お
け
る
二
点
の
増
補
加
筆
に
特
に
注
目
し
て
比
較
を
お
こ
な
い
、『
日
本
書
紀
』
研
究
に
ど
の
よ
う
に
活
か
せ
る
の
か
確
か

め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
　「
古
訓
」
以
外
の
訓

『
日
本
書
紀
』
の
「
古
訓
」
と
は
、
本
来
、
流
布
本
で
あ
っ
た
寛
文
九
年
版
本
に
付
さ
れ
た
傍
訓
を
指
す
タ
ー
ム
で
あ
る
。
初
版
で

は
一
部
を
除
い
て
寛
文
九
年
版
本
の
み
を
参
照
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
改
訂
版
で
は
そ
れ
以
外
の
、
平
安
時
代
以
降
に
書
写
さ

れ
た
『
日
本
書
紀
』
諸
本
に
見
ら
れ
る
傍
訓
だ
け
で
な
く
、『
日
本
書
紀
』
よ
り
本
文
と
訓
を
抽
出
し
た
和
訓
集
で
あ
る
『
日
本
書
紀

私
記（

二
）』

を
も
幅
広
く
と
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
以
下
の
表
で
、
諸
本
の
訓
の
あ
り
よ
う
を
説
く
箇
所
に
見
ら
れ
る
初
版

と
改
訂
版
と
の
間
の
異
同
を
示
す
。
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表
一（

三
）

初
版

改
訂
版

一

嬰
の
字
、
古
訓
に
「
ウ
ナ
ケ
ル
」
と
あ
り
。（
八
頁
）
嬰
の
字
、
古
訓
に
「
ウ
ナ
ケ
ル
」
と
あ
り
。
卜
部
兼
方
本・同
兼
夏
本
並
び
に
同
じ
。（
七
頁
）

二

縁
の
字
、
古
訓
に
「
ノ
ホ
ル
」
と
あ
り
。（
一
〇
頁
）
縁
の
字
、
古
訓
に
「
ノ
ホ
ル
」
と
あ
り
。
神
代
紀
の
古
訓
は
、
前
後
両
条
と
も
に
兼
方
本
・

兼
夏
本
、
並
び
に
こ
れ
に
同
じ
く
、
後
条
、
図
書
寮
本
同
じ
。
雄
略
紀
の
古
訓
は
、
前
条
、

前
田
本・図
書
寮
本
右
訓
、
並
び
に
同
じ
く
、
後
条
、
図
書
寮
本
左
訓
、
こ
れ
に
同
じ
。（
九
頁
）

三

礭
如
の
二
字
、古
訓
に
「
カ
タ
ク
ツ
ヨ
シ
」
と
あ
り
。

（
一
二
頁
）

礭
如
の
二
字
、
古
訓
に
「
カ
タ
ク
ツ
ヨ
シ
」
と
あ
り
。
熱
田
本
こ
れ
に
同
じ
。
水
戸
本

日
本
紀
私
記
（
丙
本
）
に
は
「
加
太
久
豆
与
之
」
と
あ
り
。（
一
一
頁
）

四

属
の
字
、い
づ
れ
も
古
訓
に「
ア
ヒ
」と
あ
り
。（
一
四
頁
）
属
の
字
、
い
づ
れ
も
古
訓
に
「
ア
ヒ
」
と
あ
り
。
熱
田
本
こ
れ
に
同
じ
。（
一
二
頁
）

五

鐘
の
字
、
古
訓
に
「
ア
タ
レ
リ
」・「
ア
タ
リ
タ
マ
ヘ

リ
」
な
ど
と
あ
り
。（
二
〇
頁
）

鐘
の
字
、
両
条
と
も
古
訓
に
「
ア
タ
レ
リ
」
と
あ
り
、
後
条
に
は
ま
た
「
ア
タ
リ
タ
マ

ヘ
リ
」
の
左
訓
あ
り
。
神
武
天
皇
即
位
前
紀
の
古
訓
は
熱
田
本
こ
れ
に
同
じ
く
、
水
戸

本
日
本
紀
私
記
に
は
「
安
太
礼
里
」
と
あ
り
。
継
体
天
皇
紀
は
、
前
田
本
・
図
書
寮
本
、

い
づ
れ
も
ヲ
コ
ト
点
に
て
「
リ
」
と
記
し
た
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
「
ア
タ
リ
」
と
訓
じ

た
る
な
ら
む
。（
一
七
～
一
八
頁
）

六

光
宅
の
二
字
、古
訓
に「
ミ
チ
ヲ
リ
」と
あ
り
。（
二
九

頁
）

光
宅
の
二
字
、
古
訓
に
「
ミ
チ
ヲ
リ
」
と
あ
り
。
熱
田
本
こ
れ
に
同
じ
。
水
戸
本
日
本

紀
私
記
に
は
「
美
知
乎
利
」
と
あ
り
。（
二
五
頁
）

七

勒
の
字
、い
づ
れ
も
古
訓
に
「
ト
ト
ノ
ヘ
」
と
あ
り
。

（
三
一
頁
）

勒
の
字
、
い
づ
れ
も
古
訓
に
「
ト
ト
ノ
ヘ
」
と
あ
り
。
神
武
即
位
前
紀
の
古
訓
は
二
条
と
も
に
熱

田
本
こ
れ
に
同
じ
く
、
前
条
、
北
野
本
ま
た
同
じ
。
斉
明
紀
は
北
野
本
こ
れ
お
な
じ
。（
二
七
頁
）

八

登
の
字
、古
訓
に
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
あ
り
。（
三
三
頁
）
登
の
字
、
古
訓
に
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
あ
り
。
北
野
本
、
こ
れ
に
同
じ
く
、
熱
田
本
の
左

訓
ま
た
「
即
」
の
字
を
注
し
た
り
。（
二
九
頁
）

九

梗
の
字
、
古
訓
に
「
コ
ハ
シ
」・「
ア
レ
タ
リ
」
と
あ

り
。（
三
九
頁
）

梗
の
字
、
古
訓
、
右
傍
に
「
ア
レ
タ
リ
」、
左
傍
に
「
コ
ハ
シ
」
と
あ
り
。
北
野
本
こ
れ
に

同
じ
く
、熱
田
本
に
は
「
ア
タ
レ
リ
」
と
あ
れ
ど
、「
ア
レ
タ
リ
」
の
誤
な
る
べ
し
。（
三
四
頁
）

一
〇
逸
民
の
二
字
、古
訓
に
「
カ
ク
ル
ル
タ
ミ
」
と
あ
り
。

（
四
一
頁
）

逸
民
の
二
字
、
古
訓
に
「
カ
ク
ル
ル
タ
ミ
」
と
あ
り
。
熱
田
本
、
こ
れ
に
同
じ
く
、
北

野
本
に
は
「
カ
ク
ル
ヽ
オ
ヲ
ム
タ
カ
ラ
」
と
あ
り
。（
三
六
頁
）
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一
一
泌
の
字
、
古
訓
に
「
ハ
ヤ
ク
」
と
あ
り
。（
四
二
頁
）
泌
の
字
、
古
訓
に
「
ハ
ヤ
ク
」
と
あ
り
。
熱
田
本
・
北
野
本
、
並
び
に
同
じ
。（
三
七
頁
）

一
二
磴
の
字
、古
訓
に
「
カ
ケ
ハ
シ
」
と
あ
り
。（
四
四
頁
）
磴
の
字
、
古
訓
に
「
カ
ケ
ハ
シ
」
と
あ
り
。
熱
田
本
・
北
野
本
、
並
び
に
同
じ
。（
三
八
頁
）

一
三
燾
の
字
、
古
訓
に
「
ノ
ス
ル
」
と
あ
り
。（
四
八
頁
）
燾
の
字
、
古
訓
に
「
ノ
ス
ル
」
と
あ
り
。
熱
田
本
・
北
野
本
、
並
び
に
同
じ
。（
四
二
頁
）

一
四
岐
嶷
の
二
字
、古
訓
に「
カ
フ
ロ
」と
あ
り
。（
五
〇
頁
）
岐
嶷
の
二
字
、
古
訓
に
「
カ
フ
ロ
」
と
あ
り
。
図
書
寮
本
の
左
訓
に
は
「
カ
フ
ロ
ニ
マ

シ
マ
ス
」
と
見
え
た
り
。（
四
三
頁
）

一
五
凌
の
字
、
古
訓
に
「
ノ
ホ
リ
」
と
あ
り
。（
五
一
頁
）
凌
の
字
、
古
訓
に
「
ノ
ホ
リ
」
と
あ
り
。
前
田
本
・
図
書
寮
本
、
並
び
に
同
じ
。（
四
四
頁
）

一
六
展
の
字
、
古
訓
に
「
カ
ソ
フ
」
と
あ
り
。（
五
三
頁
）
展
の
字
、
古
訓
に
「
カ
ソ
フ
」
と
あ
り
。
前
田
本
・
図
書
寮
本
、
並
び
に
同
じ
。（
四
六
頁
）

一
七
天
罰
龔
行
の
四
字
、
古
訓
に
「
ウ
チ
ツ
ツ
ミ
ヲ
モ
ツ

ツ
シ
ミ
オ
コ
ナ
ヘ
」
と
あ
り
。（
五
四
頁
）

「
天
罸
喜
云
く
、
罸
の
字
、
正

し
く
は
罰
に
作
る
べ
し
。
龔
行
」
の
四
字
、
古
訓
に
疑
義
あ
り
。
寛
文
本
に
は
「
天
罸

龔
」
の
三
字
に
「
ウ
チ
ツ
ツ
ミ
ヲ
モ
ツ
ツ
シ
ミ
」
と
訓
じ
、「
行
」
の
字
に
「
ヘ
」
の
送

仮
名
を
附
し
た
れ
ば
、「
ウ
チ
ツ
ツ
ミ
ヲ
モ
ツ
ツ
シ
ミ
オ
コ
ナ
ヘ
」と
訓
め
る
こ
と
疑
な
し
。

然
る
に
前
田
本
を
審
視
す
る
に
、書
紀
の
本
文
「
宜
以
王
師
薄
伐
。
天
罸
龔
行
。」
の
「
薄

伐
」
を
「
セ
メ
ウ
チ
」
と
訓
じ
、「
天
」
の
右
傍
に
「
ツ
」、「
罸
」
の
右
傍
に
「
ツ
ミ
ヲ
モ
」、

「
龔
」
の
右
傍
に
「
謹
也
」
と
し
る
し
、
最
後
の
「
行
」
の
字
に
は
「
ヘ
」
の
送
仮
名
を

附
し
た
れ
ば
、「
天
罸
龔
行
」
の
四
字
を
「
ア
マ
ツ
ツ
ミ
ヲ
モ
ツ
ツ
シ
ミ
オ
コ
ナ
ヘ
」
と

訓
め
る
が
如
し
。
ま
た
図
書
寮
本
に
は
「
天
」
の
字
に
訓
な
く
、「
罸
」
の
右
傍
に
「
ツ

ミ
ヲ
モ
」、「
龔
」
の
右
傍
に
「
謹
也
」、
左
傍
に
「
ツ
ツ
シ
ミ
」
と
し
る
し
、「
行
」
の
字

に
「
ヘ
」
の
送
仮
名
を
附
し
た
り
。
綜
し
て
之
を
考
ふ
れ
ば
、「
天
罸
龔
行
」
の
古
訓
は
「
ア

マ
ツ
ツ
ミ
ヲ
モ
ツ
ツ
シ
ミ
オ
コ
ナ
ヘ
」
な
る
こ
と
粗
ぼ
決
す
べ
し
。
寛
文
本
が
「
天
罸
」

の
二
字
に
「
ウ
チ
ツ
ツ
ミ
」
と
訓
じ
た
る
は
、
蓋
し
、
上
句
の
「
薄
伐
」
の
古
訓
「
セ
メ

ウ
チ
」
の
「
ウ
チ
」
を
、
誤
り
て
「
天
罸
」
の
古
訓
「
ア
マ
ツ
ツ
ミ
」
と
結
合
せ
る
も
の

に
し
て
、「
ウ
チ
ツ
ツ
ミ
」
な
る
語
は
、本
来
は
存
在
せ
ざ
り
し
も
の
と
考
へ
ら
る
る
な
り
。

（
四
七
～
八
頁
）

一
八
流
の
字
、古
訓
に「
ホ
ト
コ
ラ
ム
」と
あ
り
。（
五
六
頁
）
流
の
字
、
古
訓
に
「
ホ
ト
コ
リ
ナ
ム
」
と
あ
り
。
前
田
本
・
図
書
寮
本
、
並
び
に
同
じ
。

（
四
九
頁
）

一
九
宿
の
字
、古
訓
に
「
モ
ト
ヨ
リ
」
と
あ
り
。（
五
八
頁
）
宿
の
字
、
古
訓
に
「
モ
ト
ヨ
リ
」
と
あ
り
。
図
書
寮
本
こ
れ
に
同
じ
。（
五
一
頁
）
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二
〇
烽
候
の
二
字
、
古
訓
に
「
ト
フ
ヒ
」
と
あ
り
。
ま
た

邸
閣
の
二
字
、
古
訓
に
「
ヤ
」
と
あ
り
。（
六
〇
頁
）
烽
候
の
二
字
、
古
訓
に
「
ト
フ
ヒ
」
と
あ
り
。
前
田
本
・
図
書
寮
本
並
び
に
同
じ
。
ま
た
邸

閣
の
二
字
、古
訓
に
「
ヤ
」
と
あ
り
。
前
田
本・図
書
寮
本
並
び
に
「
舎
也
」
と
注
せ
り
。（
五
三

頁
）

二
一
書
信
の
字
、
古
訓
に
「
フ
ミ
ツ
カ
ヒ
」
と
あ
り
、
ま

た
国
信
物
の
三
字
、
古
訓
に
「
ク
ニ
ツ
カ
ヒ
モ
ノ
」

と
あ
り
、
い
づ
れ
も
信
の
字
を
訓
し
て
「
ツ
カ
ヒ
」

と
い
へ
り
。（
六
二
頁
）

書
信
の
字
、
古
訓
に
「
フ
ミ
ツ
カ
ヒ
」
と
あ
り
、
ま
た
国
信
物
の
三
字
、
上
の
国
信
の

二
字
を
訓
し
て
「
ク
ニ
ツ
カ
ヒ
ノ
」
と
い
へ
り
、
い
づ
れ
も
信
の
字
を
「
ツ
カ
ヒ
」
と

訓
じ
た
り
。
推
古
紀
の
古
訓
、
図
書
寮
本
・
北
野
本
並
び
に
同
じ
。（
五
四
頁
）

二
二
同
船
の
二
字
、
欽
明
・
皇
極
の
両
紀
と
も
に
古
訓
に

「
ハ
シ
フ
ネ
」
と
あ
り
。
然
る
に
欽
明
紀
に
は
別
に

左
傍
に
「
モ
ロ
キ
フ
ネ
」
と
の
古
訓
を
存
し
、
皇
極

紀
に
も
ま
た
「
母
盧
紀
舟
」
と
の
訓
注
見
え
た
れ
ば
、

古
く
は
「
モ
ロ
キ
フ
ネ
」
と
も
訓
ま
れ
し
を
知
る
な

り
。（
六
四
頁
）

同
船
の
二
字
、
欽
明
・
皇
極
の
両
紀
と
も
に
古
訓
に
「
ハ
シ
フ
ネ
」
と
あ
り
。
然
る
に

欽
明
紀
に
は
別
に
左
傍
に
「
モ
ロ
キ
フ
ネ
」
と
の
古
訓
を
存
し
、皇
極
紀
に
も
ま
た
「
母

盧
紀
舟
」
と
の
訓
注
見
え
た
れ
ば
、
古
く
は
「
モ
ロ
キ
フ
ネ
」
と
も
訓
ま
れ
し
を
知
る

な
り
。（
中
略
）
因
に
釈
日
本
紀
の
秘
訓
の
条
に
は
、
欽
明
紀
の
「
同
船
」
に
対
し
、
右

傍
に
「
モ
ロ
キ
フ
ネ
」、
左
傍
に
「
ハ
シ
フ
ネ
」
の
訓
を
附
し
、
書
紀
の
古
訓
と
左
右
を

異
に
せ
り
。
ま
た
皇
極
紀
の
「
同
船
」
に
は
、岩
崎
本
・
図
書
寮
本
並
び
に
「
母
盧
紀
舟
」

の
訓
注
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、「
ハ
シ
フ
ネ
」
と
訓
じ
た
る
の
み
に
し
て
、「
モ
ロ
キ
フ
ネ
」

の
傍
訓
な
し
。
恐
ら
く
は
「
モ
ロ
キ
フ
ネ
」
の
語
の
夙
く
よ
り
何
の
義
た
る
や
解
し
難

か
り
し
に
因
る
も
の
な
ら
む
。（
五
六
頁
）

二
三
属
の
字
、
古
訓
に
「
ハ
ケ
ミ
テ
」
と
あ
り
。
按
ず
る

に
、
こ
の
属
の
字
は
谷
川
氏
の
通
証
・
河
村
氏
の
集

解
に
い
づ
れ
も
厲
の
字
の
誤
と
為
し
た
る
が
、
近
年

国
史
大
系
本
に
は
、
更
に
北
野
本
・
水
戸
本
等
の
古

鈔
本
に
厲
の
字
に
作
れ
る
由
を
注
し
、
直
に
本
文
の

属
の
字
を
改
め
て
厲
の
字
に
作
り
た
り
。（
六
七
頁
）

属
の
字
、
古
訓
に
「
テ
」
の
送
仮
名
を
附
し
た
り
。
按
ず
る
に
、
こ
の
属
の
字
は
谷
川

氏
の
通
証
・
河
村
氏
の
集
解
に
い
づ
れ
も
厲
の
字
の
誤
と
為
し
た
る
が
、
北
野
本
・
内

閣
本
等
の
古
鈔
本
に
も
厲
の
字
に
作
り
た
れ
ば
、
蓋
し
元
来
は
厲
の
字
に
し
て
、
古
訓

は
「
ハ
ケ
ミ
テ
」
と
訓
ま
せ
た
る
も
の
と
思
は
る
。（
五
九
頁
）

二
四
為
当
の
二
字
、古
訓
に
「
ハ
タ
」
と
あ
り
。（
七
〇
頁
）
為
当
の
二
字
、
古
訓
に
上
句
に
は
「
モ
シ
」、
下
句
に
は
「
ハ
タ
」
と
あ
り
。
釈
日
本
紀

の
秘
訓
、
こ
れ
に
同
じ
。（
六
一
頁
）
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二
五
乍
の
字
、前
者
に
は
古
訓
に
「
マ
タ
」、後
者
に
は
「
ア

ル
ト
キ
ハ
」
と
あ
り
。（
七
四
頁
）

乍
の
字
、
前
条
に
は
古
訓
、
右
傍
に
「
マ
タ
」、
左
傍
に
「
ア
ル
ヰ
ハ
」
と
あ
り
。
後
条
に

は
「
ア
ル
ト
キ
ハ
」
と
あ
り
。
推
古
紀
の
古
訓
、
図
書
寮
本
こ
れ
に
同
じ
く
、
北
野
本
は

右
訓
に
同
じ
。
岩
崎
本
に
は
「
又
」
と
注
し
た
り
。
猶
ほ
岩
崎
本
に
は
室
町
時
代
に
附
せ

ら
れ
し
「
ア
ル
ヰ
ハ
」
の
訓
あ
り
。
持
統
紀
の
古
訓
は
、北
野
本
こ
れ
に
同
じ
。（
七
〇
頁
）

二
六
靡
盬
の
二
字
、
古
訓
に
「
イ
ト
マ
ナ
シ
」
と
あ
り
。

（
八
五
頁
）

靡
盬
の
二
字
、
古
訓
に
「
イ
ト
マ
ナ
シ
」
と
あ
り
。
岩
崎
本
・
北
野
本
・
図
書
寮
本
並

び
に
同
じ
。（
八
〇
頁
）

二
七
挙
の
字
、
古
訓
に
「
オ
コ
ナ
ヘ
」
と
あ
り
。
尤
も
寛
文

刊
本
に
は
「
マ
ヘ
ナ
ヘ
」・「
マ
ツ
リ
ゴ
ツ
ベ
シ
」
と
の
訓

を
附
し
、
更
に
私
記
の
訓
と
し
て
「
ヲ
コ
ナ
ヘ
」
と
記

し
た
る
が
、
宮
内
省
図
書
寮
尊
蔵
の
古
鈔
本
を
検
す
る

に
、
唯
「
オ
コ
ナ
ヘ
」
と
の
み
あ
り
て
、
そ
の
他
に
別

訓
な
け
れ
ば
、
元
来
挙
の
字
に
は
「
オ
コ
ナ
ヘ
」
の
一

訓
あ
り
し
の
み
に
し
て
、
寛
文
刊
本
に
「
マ
ヘ
ナ
ヘ
」

と
あ
る
は
「
オ
コ
ナ
ヘ
」
と
あ
る
は
「
オ
コ
ナ
ヘ
」
の

譌
に
相
違
な
か
る
べ
し
と
考
へ
ら
る
。
岩
崎
文
庫
所
蔵

の
古
鈔
本
に
は
稍
々
後
人
の
筆
と
想
は
る
る
書
体
に
て

「
お
コ
ナ
ヘ
」
と
あ
る
が
、
是
れ
ま
た
「
オ
コ
ナ
ヘ
」
の

譌
な
る
こ
と
殆
ど
疑
な
く
、
か
か
る
一
本
の
存
在
す
る

よ
り
見
れ
ば
、
本
書
の
展
転
迻
写
を
経
る
間
に
、
字
形

を
誤
り
、
遂
に
寛
文
刊
本
の
如
く
「
マ
ヘ
ナ
ヘ
」
に
作

る
に
至
り
し
こ
と
、
粗
々
想
像
す
る
に
難
か
ら
ず
。
も

し
そ
れ
寛
文
刊
本
の
「
マ
ツ
リ
ゴ
ツ
ベ
シ
」
の
訓
に
至

り
て
は
、
固
り
孝
徳
紀
大
化
元
年
の
条
の
治
字
の
古
訓

に
も
見
ゆ
る
古
語
に
は
あ
れ
ど
、
恐
ら
く
「
オ
コ
ナ
ヘ
」

を
「
マ
ヘ
ナ
ヘ
」
と
譌
せ
し
後
、
何
人
か
が
そ
の
意
を

解
す
る
能
は
ず
し
て
妄
に
附
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
宮

内
省
図
書
寮
本
に
も
岩
崎
文
庫
本
に
も
之
な
き
は
、
そ

の
証
拠
に
あ
ら
ず
や
。（
八
九
～
九
〇
頁
）

挙
の
字
、
古
訓
、
右
傍
に
「
マ
エ
ナ
ヘ
」、
左
傍
に
「
マ
ツ
リ
コ
ツ
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
更

に
左
傍
に
は
別
に
私
記
を
引
き
て
「
ヲ
コ
ナ
ヘ
」
の
訓
を
附
し
た
り
。
然
る
に
図
書
寮

本
に
は
唯
だ
「
オ
コ
ナ
ヘ
」
の
一
訓
あ
る
の
み
に
し
て
、
他
に
別
訓
な
く
、
岩
崎
本
に

は
稍
々
後
人
の
筆
と
覚
し
き
書
体
に
て
「
お
コ
ナ
ヘ
」
と
し
る
し
、
こ
れ
亦
た
他
に
別

訓
な
し
。
以
上
の
諸
例
を
参
稽
す
れ
ば
、古
訓
が
私
記
を
引
き
て
載
せ
た
る「
ヲ
コ
ナ
ヘ
」

は
「
オ
コ
ナ
ヘ
」
の
仮
名
を
誤
り
し
も
の
な
る
こ
と
顕
然
疑
無
か
る
べ
し
。
ま
た
「
マ

エ
ナ
ヘ
」
の
訓
は
、
北
野
本
こ
れ
を
載
せ
た
れ
ど
、
何
の
意
な
る
や
そ
の
語
義
明
瞭
な

ら
ず
。
ま
た
「
マ
ツ
リ
コ
ツ
ヘ
シ
」
と
い
ふ
は
、
宇
津
保
物
語
・
大
鏡
等
に
も
見
ゆ
る

古
語
に
は
あ
れ
ど
、
独
り
寛
文
本
の
左
訓
に
あ
る
の
み
に
し
て
、
古
来
相
伝
の
古
訓
と

は
覚
え
ず
。
綜
し
て
之
を
考
ふ
る
に
、
挙
の
字
に
対
す
る
古
来
相
伝
の
古
訓
は
「
ヲ
コ

ナ
ヘ
」
に
し
て
、
そ
の
私
記
に
出
づ
る
と
い
ふ
も
、
そ
れ
を
証
す
べ
き
有
力
な
る
憑
拠

に
非
ず
と
せ
む
や
。
然
る
に
本
書
の
展
転
迻
写
せ
ら
る
る
間
に
、「
ヲ
コ
ナ
ヘ
」
の
「
ヲ

コ
」
の
字
形
を
誤
り
て
、
遂
に
北
野
本
に
見
る
が
如
き
「
マ
エ
ナ
ヘ
」
の
訓
を
生
じ
、

寛
文
本
之
を
踏
襲
す
る
に
至
り
し
も
の
と
考
へ
ら
る
る
な
り
。
而
し
て
「
マ
ツ
リ
ゴ
ツ

ヘ
シ
」
の
訓
に
至
り
て
は
、「
マ
エ
ナ
ヘ
」
の
訓
を
生
じ
た
る
後
、
何
人
か
が
そ
の
語
義

の
通
ぜ
ざ
る
に
由
り
て
、
妄
り
に
之
を
附
せ
し
も
の
と
想
は
る
。
こ
の
訓
の
図
書
寮
本

に
も
岩
崎
本
に
も
見
え
ざ
る
所
以
な
る
べ
し
。（
八
三
頁
）
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二
八
別
風
の
二
字
、
古
訓
に
「
ヨ
モ
ノ
カ
セ
」
と
あ
り
。

（
九
二
頁
）

別
風
の
二
字
、
古
訓
に
「
ヨ
モ
ノ
カ
セ
」
と
あ
り
。
北
野
本
、
別
の
字
に
「
ヨ
モ
ノ
」
と

附
訓
し
た
れ
ば
、ま
た
同
じ
く
「
ヨ
モ
ノ
カ
セ
」
と
訓
ま
せ
た
る
こ
と
疑
な
し
。（
八
六
頁
）

二
九
山
椒
の
二
字
、
古
訓
に
「
ヤ
マ
ノ
ス
ヱ
」
と
あ
り
。

（
九
五
頁
）

山
椒
の
二
字
、
古
訓
に
「
ヤ
マ
ノ
ス
ヱ
」
と
あ
り
。（
八
八
頁
）

初
版
で
も
第
二
七
条
（
推
古
紀
十
二
年
「
従
衆
同
挙
」）
の
よ
う
に
寛
文
版
本
以
外
の
古
写
本
の
訓
を
参
照
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
が
、

改
訂
版
で
は
前
田
本
・
図
書
寮
本
・
熱
田
本
・
北
野
本
・
岩
崎
本
等
の
訓
が
全
面
的
に
援
用
さ
れ
て
い
る
。
実
際
問
題
と
し
て
、
初
版

刊
行
以
前
に
神
田
が
こ
れ
ら
の
古
写
本
を
実
見
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
北
野
本
は
一
九
四
〇
年
か
ら

一
九
四
三
年
に
か
け
て
貴
重
図
書
複
製
会
よ
り
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
稀
覯
書
で
あ
っ
た
た
め
に
神
田
は
利
用
し
得
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
ろ
う
。
第
二
三
条
に
あ
る
よ
う
に
、
北
野
本
で
の
文
字
の
異
同
を
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
』（
一
八
九
七
年
）
の
注
記
に
よ
っ

て
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
証
左
と
な
る
。

し
か
し
、
初
版
か
ら
改
訂
版
に
か
け
て
そ
の
よ
う
な
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
と
は
別
に
、
多
く
の
古
写
本
を
参
照
す
る

必
要
性
を
実
感
す
る
最
大
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
第
二
七
条
に
お
い
て
古
訓
と
図
書
寮
本
・
岩
崎
本
の
訓
を
比
較
し
た
こ
と
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か（

四
）。

こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
古
訓
の
な
か
で
も
由
緒
が
確
か
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
区
別
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
古

訓
の
疑
問
点
を
解
消
で
き
る
こ
と
に
神
田
は
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

前
者
に
関
し
て
い
え
ば
、
改
訂
版
に
お
け
る
「
〇
〇
本
こ
れ
に
同
じ
」「
〇
〇
本
・
〇
〇
本
並
び
に
同
じ
」
と
い
う
、
一
見
す
る
と

冗
漫
な
記
述
の
意
義
も
こ
れ
で
了
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
「
蓋
し
寛
文
刊
本
に
見
ゆ
る
傍
訓
も
、
大
体
に
於
て
は
古
来
相
伝
の

旧
訓
に
依
拠
せ
る
も
の
と
見
て
大
過
な
か
る
べ
く
」（
初
版
六
頁
、
改
訂
版
四
頁
）
と
述
べ
た
こ
と
の
確
信
を
得
る
た
め
の
作
業
で
あ
っ

た
。
そ
の
点
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
細
か
い
こ
と
で
あ
る
が
、
序
説
の
後
文
に
初
版
で
は
、
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こ
こ
に
列
挙
す
る
所
凡
て
二
十
九
条
、
固
り
余
が
管
窺
の
一
得
に
過
ぎ
ず
。
然
れ
ど
も
、
書
紀
の
古
訓
が
如
何
に
貴
重
な
る
も
の

な
り
や
、
或
い
は
ま
た
以
て
之
を
概
す
る
に
足
る
べ
き
な
り
。（
初
版
七
頁
）

と
、
古
訓
が
単
に
「
貴
重
」
だ
と
述
べ
て
い
た
も
の
が
、
改
訂
版
で
は
前
掲
「
後
語
」
の
結
論
を
先
取
り
す
る
か
た
ち
で
、

�

こ
こ
に
そ
の
中
よ
り
二
十
九
条
を
選
び
て
列
挙
す
。
固
り
管
窺
の
一
得
に
過
ぎ
ず
と
雖
、
書
紀
の
古
訓
が
い
か
に
淵
源
の
遠
く
し

て
、
漢
土
訓
詁
学
上
よ
り
見
る
も
極
め
て
正
確
に
し
て
、
且
つ
貴
重
な
る
も
の
な
り
や
、
或
い
は
ま
た
以
て
之
を
概
す
る
に
足
ら

む
か
。（
改
訂
版
五
頁（

五
））

と
強
調
す
る
こ
と
で
あ
る
。
初
版
刊
行
か
ら
二
十
年
以
上
を
経
た
改
訂
版
で
の
神
田
の
確
信
の
強
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う

（「
漢
土
訓
詁
学
上
よ
り
見
る
も
極
め
て
正
確
に
し
て
」
に
つ
い
て
は
後
述
）。

そ
し
て
、『
日
本
書
紀
古
訓
攷
証
』
を
引
き
継
ぐ
我
々
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、ま
さ
に
後
者
の
視
点
で
あ
る
。

ま
ず
は
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
顕
宗
即
位
前
紀
、

�

十
二
月
、
百
官
大
会
。
皇
太
子
億
計
、
取
二
天
皇
之
璽
一、
置
二
之
天
皇
之
坐
一。
再
拝
従
二
諸
臣
之
位
一
曰
、
此
天
皇
之
位
、
有
功

者
可
二
以
処
一
之（

六
）。

こ
の
「
再
拝
従
二
諸
臣
之
位
一
」
の
「
従
」
字
に
は
「
ツ
イ
タ
テ
」
と
い
う
古
訓
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
理
解
し
が
た
い
が
、
兼
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右
本
に
「
ツ
イ
タ
マ
」、
さ
ら
に
内
閣
文
庫
本
に
「
ツ
イ
タ
マ
テ
」（「
マ
」
は
「
タ
」
と
「
テ
」
の
間
に
傍
記
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
来
「
ツ
イ
タ
マ
（
ヒ
）
テ
」
と
よ
む
べ
き
も
の
の
よ
う
で
、「
着
き
」
の
イ
音
便
「
着
い
」
に
尊
敬
語
「
賜
ひ
て
」
を
添
え
た
も
の

だ
と
認
め
て
良
い
。

も
う
一
例
。
景
行
紀
十
八
年
四
月
条
の
「
時
、
召
二
山
部
阿
弭
古
之
祖
小
左
一、
令
レ
進
二
冷
水
一
」
の
「
冷
水
」
の
古
訓
（
右
傍
）
は

「
サ
ム
キ
ミ
モ
サ
ヲ
」
と
す
る
。
こ
の
語
義
不
詳
「
ミ
モ
サ
」
は
『
日
本
書
紀
私
記
』（
丙
本
）
に
「
美
毛
比
」、
兼
右
本
お
よ
び
穂
久

迩
文
庫
本
に
「
ミ
モ
ヒ
」
と
あ
る
の
が
正
し
く
、「
も
ひ
」（
飲
料
水
）
に
美
称
「
御
」
が
付
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

古
訓
の
語
形
に
つ
い
て
い
え
ば
、
片
仮
名
「
サ
」
の
古
体
に
「
ヒ
」
に
似
た
形
の
も
の
が
あ
り
、
片
仮
名
を
読
み
誤
っ
た
結
果
生
じ
た

誤
刻
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

古
訓
の
正
確
な
理
解
や
寛
文
版
本
に
お
け
る
誤
刻
の
訂
正
が
可
能
だ
と
い
う
点
に
お
い
て
古
写
本
の
訓
の
利
用
価
値
は
高
い
と
い
え

る
。
そ
の
一
方
で
、
本
文
批
評
の
観
点
か
ら
は
注
意
を
要
す
る
点
も
あ
る
。
特
に
、
改
訂
版
で
神
田
も
活
用
し
た
北
野
本
は
巻
に
よ
っ

て
写
本
の
系
統
が
異
な
る
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
り（

七
）、

卜
部
家
の
家
学
と
密
接
に
か
か
わ
る
寛
文
版
本
の
古
訓
と
考
え
合
わ
せ
る
際
に
は

慎
重
な
扱
い
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

三
　
引
用
文
献
の
増
補

古
訓
と
漢
語
の
語
義
が
正
し
く
対
応
す
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
神
田
は
諸
書
を
博
捜
し
て
数
多
く
の
例
証
を
挙
げ
て
お
り
、
改
訂

版
は
そ
の
実
例
の
増
補
に
努
め
て
い
る
。
利
用
さ
れ
て
い
る
文
献
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
は
、『
日
本
書
紀
』
成

立
当
時
に
列
島
人
が
利
用
し
得
た
漢
籍
の
用
例
を
列
挙
す
る
も
の
で
あ
り
、「
諸
引
レ
文
証
、
皆
挙
レ
先
以
明
レ
後
」（『
文
選
』
巻
一
・
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両
都
賦
の
序
の
李
善
注
）
と
い
う
態
度
だ
と
い
え
る（

八
）。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
王
念
孫
や
郝
懿
行
と
い
っ
た
、
主
に
清
朝
の
古
典
学

者
（
考
証
学
者
）
に
よ
る
古
代
漢
語
研
究
の
成
果
を
挙
げ
る
も
の
で
あ
り
、
唐
代
以
前
の
古
注
が
必
ず
し
も
明
確
に
し
な
か
っ
た
訓
詁

を
闡
明
す
る
一
助
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

改
訂
版
に
お
け
る
修
訂
・
増
補
の
あ
り
よ
う
を
以
下
の
表
に
示
し
た
が
、
例
文
は
す
べ
て
省
略
し
、
文
献
名
の
み
を
記
す
。
な
お
、

批
判
の
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
も
表
に
は
含
め
る
。
引
用
文
献
お
よ
び
用
例
の
増
補
が
見
ら
れ
る
の
は
、
第
一
・
二
・

四
～
九
・
一
六
・
一
八
・
一
九
・
二
三
～
二
七
の
計
十
六
条
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

表
二（

九
）

初
版

改
訂
版

一

荀
子
（
楊
椋
注
）・
文
選
（
李
善
注
）・
経
典
釈
文
・
釈
名
・
説
文
繋
伝
・

説
文
解
字

荀
子
（
楊
椋
注
）・
文
選
（
李
善
注
）・
経
典
釈
文
・
釈
名
・
説
文
繋
伝
・

万
葉
集
・
説
文
解
字

二

原
本
系
玉
篇
・
色
葉
字
類
抄
・
字
鏡
集
・
孟
子
（
趙
岐
注
）・
西
大
寺

本
金
光
明
最
勝
王
経
・（
清
・
焦
循
）
孟
子
正
義
・
漢
書
（
顔
師
古
注
）・

説
文
解
字
・
荀
子
（
楊
椋
注
）

原
本
系
玉
篇
・（
清
・
王
念
孫
）
読
書
雑
志
・
色
葉
字
類
抄
・
字
鏡
集
・

孟
子
（
趙
岐
注
）・
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
・
孟
子
正
義
・
漢
書
（
顔

師
古
注
）・
説
文
解
字
・
荀
子
（
楊
椋
注
）・
抱
朴
子

三

（
玄
応
）
一
切
経
音
義
・（
慧
琳
）
一
切
経
音
義
・（
王
念
孫
）
広
雅
疏
証
（
玄
応
）
一
切
経
音
義
・（
慧
琳
）
一
切
経
音
義
・
広
雅
疏
証

四

孟
子
（
趙
岐
注
）・
春
秋
左
氏
伝
（
杜
預
注
）・
国
語
（
韋
昭
注

（
一
〇
）

）・�

呂
氏
春
秋
（
高
誘
注
）・
穆
天
子
伝
（
郭
璞
注
）・
広
雅
疏
証
・
広
韻
・

宋
書
・
南
斉
書
・
文
館
詞
林

（
一
一
）・
陳
書
・
芸
文
類
聚
・
北
魏
書
・
北
斉
書
・

文
苑
英
華
・
隋
書
・
全
唐
文

（
一
二
）・
続
高
僧
伝
・（
清
・
劉
淇
）
助
字
弁
略

孟
子
（
趙
岐
注
）・
春
秋
左
氏
伝
（
杜
預
注
）・
国
語
（
韋
昭
注
）・
呂

氏
春
秋
（
高
誘
注
）・
穆
天
子
伝
（
郭
璞
注
）・
広
雅
疏
証
・
広
韻
・

宋
書
・
南
斉
書
・
文
館
詞
林
・
陳
書
・
芸
文
類
聚
・
北
魏
書
・
北
斉
書
・

文
苑
英
華
・
隋
書

（
一
三
）・
金
石
萃
編
・
続
高
僧
伝
・
助
字
弁
略
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五

芸
文
類
聚
・
古
文
苑
・
文
選
（
李
善
注
・
五
臣
注
）・
宋
書
・
文
館
詞

林
（
一
四
）・
陳
書
・
北
斉
書
・
文
苑
英
華
・
晋
書
・
梁
書
・
隋
書
・
全
唐
文

（
一
五
）・

拓
本
（
皇
甫
府
君
碑

（
一
六
）
）・
金
石
萃
編
・
宋
高
僧
伝
・（
観
智
院
本
）
唐

大
和
上
東
征
伝
・
続
本
朝
往
生
伝
・
北
魏
書
・
旧
唐
書
・
古
事
記
伝
・

拓
本
（
孔
子
廟
堂
碑
）・
広
韻
・（
寛
文
刊
本
）
帝
範
・
性
霊
集
・
性

霊
集
便
蒙
・
国
語
（
韋
昭
注
）・
春
秋
左
氏
伝
（
杜
預
注
）・（
玄
応
）

一
切
経
音
義
・（
清
・
桂
馥
）
札
樸
・
説
文
通
訓
定
声
・（
清
・
黄
生
）

字
詁

芸
文
類
聚
・
古
文
苑
・
文
選
（
李
善
注
・
五
臣
注
）・
宋
書
・
南
斉
書
・

陳
書
・
北
斉
書
・
文
苑
英
華
・
北
魏
書
・
晋
書
・
梁
書
・
隋
書
・
唐

大
詔
令
集
・
金
石
萃
編
・
続
高
僧
伝
・
宋
高
僧
伝
・（
観
智
院
本
）
唐

大
和
上
東
征
伝
・
続
本
朝
往
生
伝
・
北
魏
書
・
旧
唐
書
・
古
事
記
伝
・

拓
本
（
孔
子
廟
堂
碑
）・
広
韻
・（
寛
文
刊
本
）
帝
範
・
性
霊
集
・
性

霊
集
便
蒙
・
国
語
（
韋
昭
注
）・
春
秋
左
氏
伝
（
杜
預
注
）・（
玄
応
）

一
切
経
音
義
・
札
樸
・
説
文
通
訓
定
声
・
字
詁

六

尚
書
（
孔
安
国
伝
・
正
義
・
毛
詩
正
義
所
引
鄭
玄
注
）

尚
書
（
孔
安
国
伝
・
正
義
・
毛
詩
正
義
所
引
鄭
玄
注
）・（
清
・
戴
震
）

戴
東
原
集

（
一
七
）　

七

後
漢
書
（
李
賢
注
）・
説
文
解
字
・
穆
天
子
伝
（
郭
璞
注
）・
広
雅
疏
証
・

（
清
・
陳
奐
）
毛
詩
伝
疏
・
史
記

後
漢
書
（
李
賢
注
）・
説
文
解
字
・
穆
天
子
伝
（
郭
璞
注
）・（
清
・
朱

駿
声
）
説
文
通
訓
定
声
・（
清
・
雷
淩
）
説
文
外
編
・
広
雅
疏
証
・
毛

詩
伝
疏
・
史
記

八

（
小
島
成
斎
）
酣
中
清
話
・
毛
詩
（
鄭
箋
）・
助
字
弁
略
・（
清
・
銭
大
昕
）

恒
言
録
・
類
聚
名
物
考
・
抱
朴
子
・
宋
書
・
四
十
二
章
経

（
一
八
）・
広
弘
明
集
・

続
高
僧
伝
・
宋
高
僧
伝
・（
明
・
方
以
智
）
通
雅
・
春
秋
公
羊
伝
（
何

休
注
）・（
清
・
郝
懿
行
）
証
俗
文
・（
清
・
況
周
頤
）
蕙
風
簃
随
筆
・

集
異
記
・（
伊
藤
東
涯
）
秉
燭
譚
・（
松
岡
静
雄
）
日
本
古
語
大
辞
典

訓
詁
篇

酣
中
清
話
・
毛
詩
（
鄭
玄
箋
）・
助
字
弁
略
・
恒
言
録
・
類
聚
名
物
考
・

抱
朴
子

（
一
九
）
・
宋
書
・（
清
・
趙
翼
）
陔
余
叢
考
・（
大
典
）
文
語
解
・
出

三
蔵
記
集
・
広
弘
明
集
・
続
高
僧
伝
・
宋
高
僧
伝
・
通
雅
・
春
秋
公

羊
伝
（
何
休
注
）・
証
俗
文
・
蕙
風
簃
随
筆
・
集
異
記
・
秉
燭
譚
・
日

本
古
語
大
辞
典
訓
詁
篇

九

毛
詩
（
毛
伝
）・
方
言
・
広
雅
・（
郝
懿
行
）
爾
雅
義
疏
・
古
今
韻
会

挙
要

毛
詩
（
毛
伝
）・
方
言
・
広
雅
・
爾
雅
義
疏
・
古
今
韻
会
挙
要
・
常
陸

国
風
土
記

一
〇

漢
書
（
顔
師
古
注
）・
論
語
（
何
晏
集
解
）

漢
書
（
顔
師
古
注
）・
論
語
（
何
晏
集
解
）

一
一
（
清
・
段
玉
裁
）
説
文
解
字
注
・（
岡
井
慎
吾
）
柿
堂
存
稿

説
文
解
字
注
・
柿
堂
存
稿
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一
二

色
葉
字
類
抄
・
新
撰
字
鏡
・
類
聚
名
義
抄
・
字
鏡
集
・（
慶
安
刊
本
）

遊
仙
窟
・
康
煕
字
典
・
文
選
（
李
善
注
・
薛
綜
注
）・
説
文
通
訓
定
声
・

説
文
解
字
注
・（
清
・
薛
伝
均
）
文
選
古
字
通
疏
証
・
漢
書
（
顔
師
古

注
）・（
慧
琳
）
一
切
経
音
義
・（
狩
谷
棭
斎
）
箋
注
倭
名
類
聚
抄
・（
清
・

蒋
清
翊
）
王
子
安
集
註

色
葉
字
類
抄
・
新
撰
字
鏡
・
類
聚
名
義
抄
・
字
鏡
集
・（
慶
安
刊
本
）

遊
仙
窟
・
康
煕
字
典
・
文
選
（
李
善
注
・
薛
綜
注
）・
説
文
通
訓
定
声
・

説
文
解
字
注
・
文
選
古
字
通
疏
証
・
漢
書
（
顔
師
古
注
）・（
慧
琳
）

一
切
経
音
義
・
箋
注
倭
名
類
聚
抄
・
王
子
安
集
註

一
三

方
言
（
郭
璞
注
）・（
清
・
銭
繹
）
方
言
箋
疏
・
広
雅
疏
証
・
爾
雅
・（
小

島
祐
馬
）
古
代
支
那
研
究

方
言
（
郭
璞
注
）・
方
言
箋
疏
・
広
雅
疏
証
・
爾
雅
・
古
代
支
那
研
究

一
四

毛
詩
（
毛
伝
）・（
清
・
胡
承
珙
）
毛
詩
後
箋
・
類
聚
名
義
抄

毛
詩
（
毛
伝
）・
毛
詩
後
箋
・
類
聚
名
義
抄

一
五

文
選
（
薛
綜
注
）・（
清
・
杜
宗
玉
）
文
選
通
仮
字
会

文
選
（
薛
綜
注
）・
文
選
通
仮
字
会

一
六

文
選
（
李
善
注
）・
周
礼
（
鄭
玄
注
・
賈
公
彦
疏
）・
儀
礼
（
鄭
玄
注
）・

（
清
・
胡
培
翬
）
儀
礼
正
義

文
選
（
李
善
注
）・
周
礼
（
鄭
玄
注
・
賈
公
彦
疏
）・
漢
書
（
顔
師
古
注
）・

荀
子
（
楊
椋
注
）・
儀
礼
（
鄭
玄
注
）・
儀
礼
正
義

一
七

文
選
（
李
善
注
）・
尚
書
（
孔
安
国
伝
）・
呂
氏
春
秋
（
高
誘
注
）・（
唐

鈔
本
）
尚
書
・（
清
・
郭
慶
潘
）
説
文
経
字
正
誼

文
選
（
李
善
注
）・
尚
書
（
孔
安
国
伝
）・
呂
氏
春
秋
（
高
誘
注
）・（
唐

鈔
本
）
尚
書
・
説
文
経
字
正
誼

一
八
（
大
槻
文
彦
）
大
言
海
・
爾
雅
（
郭
璞
注
）・
周
易
（
正
義
）・
説
文
解

字

大
言
海
・
爾
雅
（
郭
璞
注
）・
周
易
（
正
義

（
二
〇
））・
説
文
解
字

一
九

孟
子
（
趙
岐
注
）・
孟
子
正
義
・（
信
瑞
）
浄
土
三
部
経
音
義
・
後
漢
書
・

宋
書
・
道
澄
寺
鐘
銘

孟
子
（
趙
岐
注
）・
孟
子
正
義
・
浄
土
三
部
経
音
義
・
後
漢
書
・
宋
書
・

北
魏
書
・
妙
法
蓮
華
経
・
道
澄
寺
鐘
銘

二
〇

辞
源
・（
王
国
維
）
観
堂
集
林
別
集
後
編
・（
桂
馥
）
晩
学
集
・（
加
藤
繁
）

唐
宋
時
代
の
倉
庫
に
就
い
て
（
其
一
、
邸
宅
）

辞
源
・
観
堂
集
林
別
集
後
編
・
晩
学
集
・
唐
宋
時
代
の
倉
庫
に
就
い

て
（
其
一
、
邸
宅
）

二
一
（
狩
谷
棭
斎
）
日
本
霊
異
記
攷
証
・（
清
・
顧
炎
武
）
日
知
録

日
本
霊
異
記
攷
証
・
日
知
録

二
二

広
雅
疏
証
・
初
学
記
・
日
本
古
語
大
辞
典
訓
詁
篇
・（
橋
本
進
吉
）
上

代
の
文
献
に
存
す
る
特
殊
の
仮
名
遣
と
当
時
の
語
法

広
雅
疏
証
・
初
学
記
・
日
本
古
語
大
辞
典
訓
詁
篇
・
上
代
の
文
献
に

存
す
る
特
殊
の
仮
名
遣
と
当
時
の
語
法
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二
三

荀
子
（
楊
椋
注
）・
読
書
雑
志
・（
清
・
王
引
之
）
経
義
述
聞
・
高
僧
伝
・

康
煕
字
典
・
文
選
（
李
善
注
）

荀
子
（
楊
椋
注
）・
読
書
雑
志
・
経
義
述
聞
・
漢
書
・
高
僧
伝
・
康
煕

字
典
・
文
選
（
李
善
注
）

二
四

万
葉
集
・（
鹿
持
雅
澄
）
万
葉
集
古
義
・（
山
田
孝
雄
）
万
葉
集
講
義
・

弘
明
集
・
性
霊
集
・
春
秋
左
氏
伝
（
正
義
）・
助
字
弁
略

（
二
一
）　

万
葉
集
・
万
葉
集
古
義
・
万
葉
集
講
義
・
弘
明
集
・（
小
島
憲
之
）
上

代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
（
中
巻
）・
大
乗
玄
論
・
三
論
遊
意
義
・（
敦

煌
本
）
秋
胡
変
文
・
後
漢
書
・
晋
書
・
北
魏
書
・
過
去
現
在
因
果
経
・

首
楞
厳
経
・（
元
禄
十
五
年
刊
本
）
大
乗
法
苑
義
林
章
・
性
霊
集
・
荘

子
（
成
玄
英
疏
）・（
清
・
王
引
之
）
経
伝
釈
詞
・
妙
法
蓮
華
経
・（
窺
基
）

法
華
経
為
為
章
・
春
秋
左
氏
伝
（
正
義
）・（
河
北
景
楨
）
助
字
鵠
・（
蒋

礼
鴻
）
敦
煌
変
文
字
義
通
釈

二
五
（
内
藤
湖
南
）
古
写
本
日
本
書
紀
に
つ
き
て
・
抱
朴
子
・
文
選
・
梁
書
・

江
淹
集
・
芸
文
類
聚
・
周
書
・
文
苑
英
華
・
顔
氏
家
訓
・
北
斉
書
・（
拓

本
）
大
唐
三
蔵
聖
教
序
・
王
勃
集
・
続
高
僧
伝
・
大
乗
起
信
論
・
遊

仙
窟
・
万
葉
集
・
性
霊
集
・
文
鏡
秘
府
論
・
文
徳
天
皇
実
録
・
大
戴
礼
・

春
秋
繁
露
・
史
記
・
申
鑑
・
漢
書
・
文
選
・
魏
志
・（
山
田
孝
雄
）
漢

文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
る
語
法
・
法
言
（
李
軌
注
）・
経
伝
釈
詞
・

蒼
頡
篇
・（
宋
・
衛
湜
）
礼
記
集
説
・
説
文
通
訓
定
声
・
唐
詩
（
駱
賓
王
・

李
白
・
高
適
・
元
稹
・
韓
愈
）・
旧
唐
書
・
円
覚
経
略
疏
之
鈔
・
龍
筋

鳳
髄
判
・
助
字
弁
略
・（
清
・
沈
涛
）
交
翠
軒
筆
記
・（
宋
・
胡
仔
）

苕
溪
漁
隠
叢
話
・（
宋
・
慧
洪
）
林
間
録
・（
明
・
李
昌
祺
）
剪
灯
余
話
・

（
平
安
期
写
）
南
海
帰
寄
内
法
伝
・（
江
戸
期
刊
本
）
文
鏡
秘
府
論
・（
松

浦
黙
）
斉
東
俗
談
・（
岸
本
由
豆
流
）
万
葉
集
攷
証
・（
木
村
正
辞
）

万
葉
集
訓
義
弁
証
・（
鈴
木
煥
卿
）
撈
海
一
得

古
写
本
日
本
書
紀
に
つ
き
て
・
抱
朴
子
・
文
選
・
梁
書

（
二
二
）
・
江
淹
集
・

芸
文
類
聚
・
周
書
・
文
苑
英
華
・
顔
氏
家
訓
・
北
斉
書
・（
拓
本
）
大

唐
三
蔵
聖
教
序
・
王
勃
集
・
続
高
僧
伝

（
二
三
）
・
大
乗
起
信
論
・
遊
仙
窟
・

万
葉
集
・
性
霊
集
・
文
鏡
秘
府
論
・
文
徳
天
皇
実
録
・
大
戴
礼
・
春

秋
繁
露
・
史
記
・
申
鑑
・
漢
書
・
文
選
・
魏
志
・
漢
文
の
訓
読
に
よ

り
て
伝
へ
ら
れ
る
語
法
・
法
言
（
李
軌
注
）・
内
経
素
問
（
王
冰
注
）・

経
伝
釈
詞
・
蒼
頡
篇
・
礼
記
集
説
・
説
文
通
訓
定
声
・
唐
詩
（
駱
賓
王
・

李
白
・
高
適
・
元
稹
・
韓
愈
）・
旧
唐
書
・
円
覚
経
略
疏
之
鈔
・
龍
筋

鳳
髄
判
・
助
字
弁
略
・
交
翠
軒
筆
記
・
苕
溪
漁
隠
叢
話
・
林
間
録
・

剪
灯
余
話
・（
平
安
期
写
）
南
海
帰
寄
内
法
伝
・（
江
戸
期
刊
本
）
文

鏡
秘
府
論
・
斉
東
俗
談
・
万
葉
集
攷
証
・
万
葉
集
訓
義
弁
証
・
撈
海

一
得
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二
六

古
写
本
日
本
書
紀
に
つ
き
て
・
潜
夫
論
・（
清
・
陳
喬
樅
）
魯
詩
遺
説
考
・

（
清
・
王
先
謙
）
詩
三
家
義
集
疏
・（
清
・
阮
元
）
三
家
詩
補
遺
・（
宋
・

戴
侗
）
六
書
故
・
経
義
述
聞

古
写
本
日
本
書
紀
に
つ
き
て
・
潜
夫
論
・（
清
・
陳
喬
樅
）
魯
詩
遺
説
考
・

（
清
・
王
先
謙
）
詩
三
家
義
集
疏
・（
清
・
阮
元
）
三
家
詩
補
遺
・
経

典
釈
文
・（
宋
・
戴
侗
）
六
書
故
・
経
義
述
聞

二
七

礼
記
（
正
義
）・（
湯
浅
廉
孫
）
連
文
の
利
用
を
待
つ
て
始
め
て
其
義

の
分
明
す
る
漢
字
と
邦
訓
和
語
と
の
一
例

（
二
四
）・
色
葉
字
類
抄
・（
湯
浅
廉

孫
）
初
学
漢
文
解
釈
ニ
於
ケ
ル
連
文
ノ
利
用

篆
隷
万
象
名
義
・
色
葉
字
類
抄
・
周
礼
（
鄭
玄
注
・
賈
公
彦
疏
）・
礼

記
（
正
義
）・
初
学
漢
文
解
釈
ニ
於
ケ
ル
連
文
ノ
利
用

二
八

太
平
御
覧
・
文
心
雕
龍
・（
清
・
陳
寿
祺
）
尚
書
大
伝
輯
校
・（
皮
錫
瑞
）

尚
書
大
伝
疏
証
・（
清
・
盧
文
弨
）
鍾
山
札
記

太
平
御
覧
・
文
心
雕
龍
・
尚
書
大
伝
輯
校
・
尚
書
大
伝
疏
証
・
鍾
山

札
記

二
九

大
祓
・
説
文
通
訓
定
声
・
広
韻
・（
清
・
厳
可
均
）
説
文
声
類
・（
清
・

胡
紹
瑛
）
文
選
箋
証
・
古
今
韻
会
挙
要
・
広
雅
疏
証

大
祓
・
説
文
通
訓
定
声
・
広
韻
・
説
文
声
類
・
文
選
箋
証
・
古
今
韻

会
挙
要
・
広
雅
疏
証

こ
こ
で
は
、
第
八
条
、「
登
」
字
を
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
の
検
証
に
お
い
て
、『
宋
書
』（
武
帝
紀
）
の
引
用
に
続

い
て
神
田
が
初
版
に
な
か
っ
た
以
下
の
文
言
を
入
れ
、
言
語
資
料
と
し
て
の
漢
訳
仏
典
の
重
要
性
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
。

�

こ
は
清
の
趙
翼
の
陔
余
叢
考
巻
四
十
三
・
登
時
の
条
、
並
び
に
我
が
僧
大
典
の
文
語
解
巻
三
に
已
に
指
摘
せ
る
所
な
る
が
、
余
は

近
時
に
至
り
て
仏
書
を
読
み
ゆ
く
中
、
多
く
の
用
例
を
検
出
し
た
れ
ば
、
左
に
掲
ぐ
べ
し
。（
改
訂
版
三
一
頁
）

「
近
時
に
至
り
て
仏
書
を
読
み
」
進
め
た
結
果
と
し
て
、
漢
訳
仏
典
は
「
貴
重
な
る
資
料
と
謂
ふ
べ
し
」
と
神
田
は
位
置
づ
け
、「
余
は

こ
れ
に
つ
き
て
、
従
来
の
訓
詁
学
者
が
釈
典
を
殆
ど
顧
み
ざ
り
し
を
私
に
惜
ま
ざ
る
能
は
ざ
る
な
り
」（
改
訂
版
三
二
頁
）
と
痛
烈
に

批
判
す
る
の
で
あ
る
。
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そ
の
一
方
で
、
表
二
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
漢
訳
仏
典
の
利
用
は
ご
く
一
部
に
偏
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
前
掲
第
八
条
の
ほ

か
に
第
二
四
条
（「
為
当
」）
と
第
二
五
条
（「
乍
」）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う
と
ら
え
る
べ
き
か
。
実
は
、
第
八
・
二
四
・
二
五
条

は
い
ず
れ
も
神
田
が
「
俗
語
」
的
用
法
だ
と
認
定
し
て
い
る
こ
と
が
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
八
条
で
は
「
登
」
字
を
「
ス
ナ
ハ
チ
」（
即
ち
）
の
意
で
用
い
る
の
は
「
按
ず
る
に
、
是
れ
後
漢
の
頃
よ
り
世
に
行
は
れ

し
一
種
の
俗
語
な
り
」（
初
版
三
三
頁
、改
訂
版
二
九
頁
）
と
説
く
。
第
二
四
条
は
、仮
定
あ
る
い
は
選
択
の
表
現
で
あ
る
「
為
当
」（「
為

当
…
為
当
…
」
ま
た
「
為
…
為
…
」）
に
つ
い
て
、
山
田
孝
雄
『
万
葉
集
講
義
』
の
説
を
追
認
す
る
か
た
ち
で
「
六
朝
時
代
よ
り
行
は

れ
し
一
種
の
俗
語
」（
初
版
七
一
頁
。
初
版
は
「
六
朝
よ
り
唐
代
に
互
り
て
行
は
れ
し
俗
語
」。
改
訂
版
六
二
頁
）
と
す
る
。
そ
し
て
、

改
訂
版
で
は
そ
の
よ
う
な
「
為
当
」（「
為
」）
の
用
法
を
「
余
は
ま
た
釈
典
の
中
よ
り
二
三
の
例
を
得
た
り
」（
改
訂
版
六
三
頁
）
と
し
て
、

第
八
条
と
同
様
に
『
大
乗
玄
論
』『
三
論
遊
意
義
』『
過
去
現
在
因
果
経
』『
首
楞
厳
経
』『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
と
い
っ
た
漢
訳
仏
典
か

ら
補
う
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
第
二
五
条
は
、
古
訓
に
「
マ
タ
」「
ア
ル
ヰ
ハ
」
と
あ
る
「
乍
」（「
乍
…
乍
…
」
ま
た
「
乍
可
」）
の
語

法
に
つ
い
て
、
や
は
り
漢
訳
仏
典
を
含
む
典
籍
の
な
か
に
見
ら
れ
る
も
の
は
「
元
来
日
常
の
会
話
等
に
用
ゐ
ら
れ
し
俗
語
な
る
が
如
く
」

（
初
版
八
三
頁
。
改
訂
版
七
七
頁
）
と
い
う
。

『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
俗
語
的
用
法
と
古
訓
と
の
対
応
関
係
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
神
田
が
主
に
漢
訳
仏
典
を
参
照
し
た
の

は
偶
然
で
は
な
い
。
そ
れ
は
恰
も
中
国
語
学
・
中
国
文
学
の
分
野
に
お
い
て
、
口
語
的
表
現
を
用
い
た
文
献
資
料
と
し
て
漢
訳
仏
典
に

目
を
向
け
る
べ
き
こ
と
を
積
極
的
に
主
張
し
始
め
た
時
期
と
重
な
る
。
た
と
え
ば
、
太
田
辰
夫
が
名
著
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
の
あ
と

が
き
で
、
唐
以
前
の
口
語
資
料
に
つ
い
て
「
訳
経
を
も
っ
と
大
量
に
使
用
す
べ
き
で
あ
る

（
二
五
）」

と
唱
導
し
た
の
は
一
九
五
八
年
で
あ
っ
た
。

同
年
に
は
吉
川
幸
次
郎
が
（
魏
・
康
僧
鎧
訳
）『
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
、「
文
体
は
だ
い
た
い
文
語
的
で
あ
る
が
、
語
彙
に
は
普
通
の

文
語
に
は
使
わ
な
い
と
こ
ろ
の
口
語
的
な
も
の
を
も
、
大
胆
に
取
り
入
れ
る

（
二
六
）」

ス
タ
イ
ル
の
一
つ
だ
と
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
俗
語
表
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現
の
い
く
つ
か
に
言
及
し
て
い
る
。
唐
以
前
の
漢
訳
仏
典
の
特
殊
な
語
法
研
究
と
し
て
本
格
的
な
最
初
期
の
も
の
と
し
て
西
谷
登
七
郎

「
六
朝
訳
経
語
法
の
一
端（

二
七
）」

が
公
刊
さ
れ
た
の
も
、
奇
し
く
も
、
一
九
五
八
年
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
と
神
田
も
無
縁
で
は

な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
経
書
な
ど
の
古
典
や
駢
儷
体
の
美
文
に
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
俗
語
表
現
に
つ
い
て
も
「
書
紀
の
古
訓
が
…
漢
土

訓
詁
学
上
よ
り
見
る
も
極
め
て
正
確
」（
前
述
、
改
訂
版
五
頁
）
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た
神
田
は
、
初
版
の
「
後
語
」
に
お
い
て
、

以
上
、
余
の
討
究
せ
し
古
訓
凡
て
二
十
九
条
を
通
じ
て
窺
ひ
得
る
所
は
、

一
、
古
訓
の
漢
土
訓
詁
学
上
よ
り
見
て
極
め
て
正
確
な
る
こ
と

一
、
古
訓
の
一
件
疑
は
し
き
も
の
も
必
ず
何
等
か
の
典
拠
に
本
づ
く
も
の
な
る
こ
と

一
、
古
訓
に
は
今
日
古
典
の
正
統
的
注
釈
書
と
認
め
ら
る
る
も
の
に
必
ず
し
も
依
拠
せ
ざ
る
も
の
の
多
き
こ
と

の
三
点
な
り
。（
初
版
一
〇
一
頁
）

と
述
べ
て
い
た
も
の
を
、
改
訂
版
に
お
い
て
、

以
上
、
余
の
討
究
せ
し
古
訓
凡
て
二
十
九
条
を
通
じ
て
窺
ひ
得
る
所
は
、

一
、
古
訓
の
漢
土
訓
詁
学
上
よ
り
見
て
極
め
て
正
確
な
る
こ
と

一
、
古
訓
の
一
件
疑
は
し
き
も
の
も
、
必
ず
何
等
か
の
典
拠
に
本
づ
く
も
の
な
る
こ
と

一
、
古
訓
に
は
今
日
古
典
の
正
統
的
注
釈
書
と
認
め
ら
る
る
も
の
に
、
必
ず
し
も
依
拠
せ
ざ
る
も
の
の
多
き
こ
と
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一
、六
朝
時
代
よ
り
隋
唐
の
世
に
互
り
て
、
彼
土
に
行
は
れ
し
と
思
は
る
る
俗
語
の
極
め
て
正
確
に
訳
さ
れ
あ
る
こ
と

の
四
点
な
り
。（
改
訂
版
九
三
頁
）

と
、
さ
ら
に
一
点
を
加
え
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

以
上
、『
日
本
書
紀
古
訓
攷
証
』
初
版
と
改
訂
版
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
の
真
価
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
改
め
て
確
認
し
た
。
端
的

に
い
え
ば
、
古
訓
の
正
確
な
理
解
の
た
め
に
は
他
の
古
写
本
の
傍
訓
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
俗
語
的
表
現
に
関
し
て

古
訓
の
理
解
が
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
に
は
漢
訳
仏
典
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
点
が

重
要
で
あ
る
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
古
訓
も
無
謬
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
十
二
月
条
、
長
髄
彦
と
の
戦
い
で
兄
の
五
瀬

命
を
失
っ
た
神
武
は
「
至
二
此
役
一
也
、
意
二
欲
窮
誅
一
」（
こ
の
た
び
の
戦
い
に
至
り
、
敵
を
皆
殺
し
に
し
た
い
と
思
っ
た
）
と
い
う
の

だ
が
、
古
訓
は
「
意
」
字
に
「
ミ
コ
ヽ
ロ
ニ
」、「
窮
誅
」
に
「
コ
ロ
サ
ム
ト
」
と
あ
り
、「
御
心
に
殺
さ
む
と
欲
（
お
も
）
ひ
」
と
訓

読
す
る
指
示
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
す
で
に
松
尾
良
樹
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
意
欲
」
二
字
で
「
欲
す
る
」
を
意
味
す
る

熟
語
で
あ
り
、
漢
訳
仏
典
に
頻
出
す
る
口
語
表
現
な
の
で
あ
る

（
二
八
）。

『
日
本
書
紀
』
本
文
と
古
訓
と
の
対
応
関
係
を
常
に
慎
重
に
検
証
し
な
が
ら
、『
日
本
書
紀
古
訓
攷
証
』
の
欠
を
補
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う

（
二
九
）。
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（
一
）　　

�

本
論
で
は
、
初
版
の
引
用
は
一
九
四
九
年
一
月
二
十
日
発
行
架
蔵
本
、
改
訂
版
の
引
用
は
一
九
七
四
年
七
月
二
〇
日
発
行
架
蔵
本
に
よ
り
、
括
弧
内
に
頁

を
示
す
。
原
文
の
旧
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
書
名
『
日
本
書
紀
古
訓
攷
證
』
も
『
日
本
書
紀
古
訓
攷
証
』
と
し
た
こ
と

を
諒
と
さ
れ
た
い
。

（
二
）　　

�

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
私
記
』
に
乙
本
・
丙
本
と
し
て
影
印
が
収
め
ら
れ
る
。

（
三
）　　

�

表
に
お
い
て
は
改
訂
版
に
お
い
て
異
同
の
あ
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
四
）　　

�『
日
本
書
紀
』
巻
二
二
（
推
古
紀
）
の
図
書
寮
本
は
秘
籍
大
観
の
影
印
本
（
一
九
二
六
年
）
を
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
岩
崎
本
は
直
接
閲
覧
す
る

機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
神
田
は
内
藤
湖
南「
飛
鳥
朝
の
シ
ナ
文
化
輸
入
に
つ
い
て
」お
よ
び「
古
写
本
日
本
書
紀
に
つ
き
て
」（『
日
本
文
化
史
研
究
』）

等
の
影
響
を
受
け
て
、
飛
鳥
時
代
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
あ
り
よ
う
を
検
証
す
る
た
め
に
（
参
照
、「
飛
鳥
奈
良
時
代
の
中
国
学
」『
神
田
喜
一
郎
全
集�

第

八
巻
』）
憲
法
十
七
条
を
収
録
す
る
推
古
紀
に
夙
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）　　

�

傍
線
は
私
に
付
し
た
。

（
六
）　　

�『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
寛
文
版
本
に
よ
り
、
私
に
句
読
点
お
よ
び
返
り
点
を
付
し
た
。
以
下
同
じ
。
な
お
、
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
文
庫
）・
井
上

光
貞
監
訳
『
日
本
書
紀
』
な
ど
、
一
部
の
標
準
的
な
注
釈
書
で
は
「
天
皇
之
坐
」「
天
皇
之
位
」
で
は
な
く
、「
天
子
之
坐
」「
天
子
之
位
」
の
本
文
を
採

用
す
る
も
の
が
あ
る
。

（
七
）　　

�

参
照
、
吉
沢
義
則
「
京
都
に
於
け
る
書
紀
編
纂
千
二
百
年
記
念
陳
列
の
日
本
書
紀
古
鈔
本
に
就
き
て
」（『
国
語
国
文
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
年
。

初
出
一
九
一
九
年
）。

（
八
）　　

�

奈
良
時
代
よ
り
後
代
成
立
の
『
旧
唐
書
』
を
挙
げ
る
な
ど
、
ご
く
一
部
例
外
が
あ
る
。

（
九
）　　

�

項
目
内
で
同
一
文
献
が
複
数
回
引
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
引
用
回
数
は
明
示
し
な
い
。『
日
本
書
紀
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
通
証
』『
書
紀
集
解
』
等

の
日
本
書
紀
注
釈
書
類
は
省
略
し
た
。
宋
代
以
降
の
中
国
人
著
作
家
に
は
王
朝
名
を
冠
し
た
が
、
清
末
～
民
国
期
の
人
物
は
名
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
た
。

な
お
、
書
名
は
四
部
分
類
等
の
図
書
分
類
法
に
従
っ
て
列
挙
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
国
書
や
近
代
の
著
作
も
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
も
と
よ
り
統
一
は
図

れ
な
い
た
め
、
便
宜
的
に
言
及
さ
れ
た
順
に
並
べ
て
い
る
。

（
一
〇
）　�

七
例
中
一
例
、
改
訂
版
で
は
『
国
語
』
の
別
の
用
例
と
入
れ
替
え
て
い
る
。

（
一
一
）　�

二
例
中
一
例
は
改
訂
版
に
お
い
て
出
典
を
『
陳
書
』
に
訂
正
。

（
一
二
）　�

三
例
中
二
例
は
改
訂
版
に
お
い
て
出
典
を
『
金
石
萃
編
』
に
訂
正
、
一
例
は
『
文
苑
英
華
』
に
訂
正
。

（
一
三
）　�

改
訂
版
で
は
一
例
増
補
し
て
い
る
。
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（
一
四
）　�

改
訂
版
で
は
出
典
を
『
南
斉
書
』
に
訂
正
。

（
一
五
）　�

五
例
中
三
例
は
改
訂
版
に
お
い
て
出
典
を
『
文
苑
英
華
』
に
訂
正
、
一
例
は
『
唐
大
詔
令
集
』
に
訂
正
、
一
例
は
『
続
高
僧
伝
』
に
訂
正
。

（
一
六
）　�

改
訂
版
で
は
出
典
を
『
金
石
萃
編
』
に
訂
正
。

（
一
七
）　�

た
だ
し
、
神
田
は
「
こ
こ
に
は
必
ず
し
も
之
を
引
く
要
な
か
る
べ
し
」（
二
六
頁
）
と
し
て
、
内
容
の
詳
細
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

（
一
八
）　�
改
訂
版
で
は
出
典
を
『
出
三
蔵
記
集
』
所
引
の
『
四
十
二
章
経
』
と
す
る
。

（
一
九
）　�
改
訂
版
で
は
一
例
増
補
し
て
い
る
。

（
二
〇
）　�

改
訂
版
で
は
一
例
増
補
し
て
い
る
。

（
二
一
）　�

改
訂
版
で
は
こ
の
『
助
字
弁
略
』
へ
の
言
及
が
削
除
さ
れ
る
。

（
二
二
）　�

改
訂
版
で
は
一
例
増
補
し
て
い
る
。

（
二
三
）　�

改
訂
版
で
は
一
例
増
補
し
て
い
る
。

（
二
四
）　�

初
版
で
は
当
該
論
文
よ
り
四
例
を
引
き
、
後
述
『
初
学
漢
文
解
釈
ニ
於
ケ
ル
連
文
ノ
利
用
』
よ
り
二
例
を
引
く
が
、
改
訂
版
で
は
そ
れ
ら
六
例
を
『
初
学

漢
文
解
釈
ニ
於
ケ
ル
連
文
ノ
利
用
』
よ
り
引
く
。

（
二
五
）　�

太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』（
江
南
書
院
、
一
九
五
八
年
）
四
一
二
頁
。

（
二
六
）　�

吉
川
幸
次
郎
「
仏
説
無
量
寿
経
の
文
章
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集�

第
七
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
。
初
出
一
九
五
八
年
）
五
一
四
頁
。

（
二
七
）　�

西
谷
登
七
郎
「
六
朝
訳
経
語
法
の
一
端
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
四
号
、
一
九
五
八
年
九
月
）。

（
二
八
）　�

参
照
、
松
尾
良
樹
「『
日
本
書
紀
』
と
唐
代
口
語
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
三
号
、
一
九
八
七
年
）。

（
二
九
）　�

現
在
刊
行
中
の
神
野
志
隆
光
・
金
沢
英
之
・
福
田
武
史
・
三
上
喜
孝
校
注
『
新
釈
全
訳　

日
本
書
紀
』（
講
談
社
）
は
そ
の
目
的
を
果
た
す
べ
く
、
全
巻

を
通
し
て
の
古
訓
の
全
面
的
な
検
証
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。


